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(57)【要約】
【課題】両方向に互いに異なる画像を表示しながらも消
費電流を減少させることができる液晶表示装置を提供す
る。
【解決手段】互いに対向する第１面及び第２面を有し、
前記第１面にて画像を表示する複数の第１画素及び前記
第２面にて画像を表示する複数の第２画素を含む表示板
と、前記第１画素及び前記第２画素に第１及び第２デー
タ信号をそれぞれ供給するデータ駆動部と、前記第１及
び第２画素にゲート信号を供給するゲート駆動部とを有
し、前記ゲート駆動部及び前記データ駆動部は、第１区
間の間、全ての第１画素に前記ゲート信号及び前記第１
データ信号を供給した後、第２区間の間、全ての第２画
素に前記ゲート信号及び前記第２データ信号を供給する
。
【選択図】　　　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向する第１面及び第２面を有し、前記第１面にて画像を表示する複数の第１画
素及び前記第２面にて画像を表示する複数の第２画素を含む表示板と、
　前記第１画素及び前記第２画素に第１及び第２データ信号をそれぞれ供給するデータ駆
動部と、
　前記第１及び第２画素にゲート信号を供給するゲート駆動部とを有し、
　前記ゲート駆動部及び前記データ駆動部は、第１区間の間、全ての第１画素に前記ゲー
ト信号及び前記第１データ信号を供給した後、第２区間の間、全ての第２画素に前記ゲー
ト信号及び前記第２データ信号を供給することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１画素と前記第２画素は交互に配列されることを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１画素と接続される複数の第１ゲート線と、前記第２画素と接続される複数の第
２ゲート線とを更に有し、
　前記第１及び第２ゲート線は、交互に配列されることを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１データ信号が持ち得る値の個数は、前記第２データ信号が持ち得る値の個数と
互いに異なることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１及び第２データ信号のうちの一つは２値を有することを特徴とする請求項４に
記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記データ駆動部は、第１画像信号を受けて前記第１データ信号を生成する第１データ
駆動回路と、
　第２画像信号を受けて前記第２データ信号を生成する第２データ駆動回路とを含むこと
を特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１画像信号と前記第２画像信号は、互いにビット数が異なることを特徴とする請
求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１データ駆動回路は、三つ以上の階調電圧のうちの一つを選択して前記第１デー
タ信号として出力し、前記第２データ駆動回路は二つの階調電圧のうちの一つを選択して
前記第２データ信号として出力することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１及び第２データ駆動回路は、それぞれ前記第１データ信号及び前記第２データ
信号を出力する出力バッファを含むことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記ゲート駆動部は、前記第１区間の間、前記第１ゲート線にゲートオン電圧を印加す
る第１ゲート駆動回路と、
　前記第２区間の間、前記第２ゲート線にゲートオン電圧を印加する第２ゲート駆動回路
とを含むことを特徴とする請求項１乃至９の何れか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１ゲート駆動回路と前記第２ゲート駆動回路は、前記第１及び第２ゲート線を挟
んで反対側両端に位置することを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第１区間と前記第２区間との間に休止区間が存在することを特徴とする請求項１０
に記載の液晶表示装置。
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【請求項１３】
　前記休止区間は、２水平周期［２Ｈ］以上であることを特徴とする請求項１２に記載の
液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１画素は透過型画素電極を含み、前記第２画素は反射型画素電極を含むことを特
徴とする請求項１乃至９の何れか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　複数の第１画素に順次にゲートオン電圧を供給する段階と、
　前記第１画素に第１データ信号を供給して表示板の第１面に画像を表示する段階と、
　前記第１画素と交互に配置されている複数の第２画素に順次にゲートオン電圧を供給す
る段階と、
　前記第２画素に第２データ信号を供給して前記表示板の前記第１面と対向する第２面に
画像を表示する段階とを有することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記第２画素にゲート信号を供給する前に休止区間を有する段階を更に有することを特
徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　前記休止区間は、前記ゲートオン電圧の継続時間の２倍以上であることを特徴とする請
求項１６に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１８】
　前記第１画素に第１データ信号を供給する段階は、三つ以上の階調電圧の中から第１画
像信号に対応する階調電圧を選択する段階と、
　前記選択した階調電圧を前記第１データ信号として前記第１画素に印加する段階とを含
み、
　前記第２画素に第２データ信号を供給する段階は、二つの階調電圧の中から第２画像信
号に対応する階調電圧を選択する段階と、
　前記選択した階調電圧を前記第２データ信号として前記第２画素に印加する段階とを含
むことを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　前記第１画素は、入射光を透過させ、前記第２画素は入射光を反射させることを特徴と
する請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特に、両方向に互いに異なる画像を表示しながらも消費
電流を減少させることができる液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に液晶表示装置は画素電極及び共通電極など電場生成電極が形成されている二枚の
表示板とその間に入っている液晶層を含む液晶表示板組立体を含む。液晶表示装置は電場
生成電極に電圧を印加して液晶層に電場を生成して、これを通じて液晶層の液晶分子の配
向方向を決定して入射光の偏光を制御することによって画像を表示する。
【０００３】
　液晶表示装置は、自ら発光できない受光型表示装置であるので別途に具備されたバック
ライトアセンブリのランプから出る光を液晶層を通過させたり、自然光など外部から入る
光を液晶層を一旦通過させたのち再び反射させて液晶層を再び通過させる。前者の場合を
透過型液晶表示装置とし、後者の場合を反射型液晶表示装置とするが、後者の場合は主に
中小型表示装置に使用される。また、環境によってバックライトアセンブリを使用したり
外部光を使用することもする半透過型又は反射－透過型液晶表示装置が開発されて主に中
小型表示装置に適用されている。



(4) JP 2008-112159 A 2008.5.15

10

20

30

40

50

【０００４】
　半透過型液晶表示装置の場合、各画素に電気的に互いに接続された透明電極と反射電極
をおいて、バックライトアセンブリから出る光は透明電極を通過させて表示に使用してバ
ックライトアセンブリの反対側から入る外部光は反射電極に反射させて使用する。
　携帯電話等で画像を両側面に表示しようとする時には二つの液晶表示板組立体を重ねて
二つの液晶表示板組立体の外側面だけを表示に使用する。従って両側に画像を表示できる
が厚さが厚くなってしまうという問題がある。
【０００５】
　また、携帯電話などの液晶表示装置の場合、一側に主画像が表示される間、他側に時計
及びマニュアルなどの単純な画像が表示される場合が多い。この時、両側の画像に対して
高いビット数の画像信号及び多くの個数の階調電圧を用いれば駆動回路の大きさが増加し
て消費電力の側面で不利であるという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は上記従来の液晶表示装置における問題点に鑑みてなされたものであっ
て、本発明の目的は、両方向に互いに異なる画像を表示しながらも消費電流を減少させる
ことができる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、互いに対向する第１
面及び第２面を有し、前記第１面にて画像を表示する複数の第１画素及び前記第２面にて
画像を表示する複数の第２画素を含む表示板と、前記第１画素及び前記第２画素に第１及
び第２データ信号をそれぞれ供給するデータ駆動部と、前記第１及び第２画素にゲート信
号を供給するゲート駆動部とを有し、前記ゲート駆動部及び前記データ駆動部は、第１区
間の間、全ての第１画素に前記ゲート信号及び前記第１データ信号を供給した後、第２区
間の間、全ての第２画素に前記ゲート信号及び前記第２データ信号を供給することを特徴
とする。
【０００８】
　前記第１画素と前記第２画素は交互に配列されることが好ましい。
　前記第１画素と接続される複数の第１ゲート線と、前記第２画素と接続される複数の第
２ゲート線とを更に有し、前記第１及び第２ゲート線は交互に配列されることが好ましい
。
　前記第１データ信号が持ち得る値の個数は前記第２データ信号が持ち得る値の個数と互
いに異なることが好ましい。
　前記第１及び第２データ信号のうちの一つは２値を有することが好ましい。
　前記データ駆動部は、第１画像信号を受けて前記第１データ信号を生成する第１データ
駆動回路と、第２画像信号を受けて前記第２データ信号を生成する第２データ駆動回路と
を含むことが好ましい。
　前記第１画像信号と前記第２画像信号は互いにビット数が異なることが好ましい。
【０００９】
　前記第１データ駆動回路は三つ以上の階調電圧のうちの一つを選択して前記第１データ
信号として出力し、前記第２データ駆動回路は二つの階調電圧のうちの一つを選択して前
記第２データ信号として出力することが好ましい。
　前記第１及び第２データ駆動回路はそれぞれ前記第１データ信号及び前記第２データ信
号を出力する出力バッファを含むことが好ましい。
　前記ゲート駆動部は、前記第１区間の間、前記第１ゲート線にゲートオン電圧を印加す
る第１ゲート駆動回路と、前記第２区間の間、前記第２ゲート線にゲートオン電圧を印加
する第２ゲート駆動回路とを含むことが好ましい。
　前記第１ゲート駆動回路と前記第２ゲート駆動回路は、前記第１及び第２ゲート線を挟
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んで反対側両端に位置することが好ましい。
　前記第１区間と前記第２区間との間に休止区間が存在することが好ましい。
　前記休止区間は、２水平周期［２Ｈ］以上であることが好ましい。
　前記第１画素は透過型画素電極を含み、前記第２画素は反射型画素電極を含むことが好
ましい。
【００１０】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置の駆動方法は、複数の第
１画素に順次にゲートオン電圧を供給する段階と、前記第１画素に第１データ信号を供給
して表示板の第１面に画像を表示する段階と、前記第１画素と交互に配置されている複数
の第２画素に順次にゲートオン電圧を供給する段階と、前記第２画素に第２データ信号を
供給して前記表示板の前記第１面と対向する第２面に画像を表示する段階とを有すること
を特徴とする。
【００１１】
　前記第２画素にゲート信号を供給する前に休止区間を有する段階を更に有することが好
ましい。
　前記休止区間は、前記ゲートオン電圧の継続時間の２倍以上であることが好ましい。
　前記第１画素に第１データ信号を供給する段階は、三つ以上の階調電圧の中から第１画
像信号に対応する階調電圧を選択する段階と、前記選択した階調電圧を前記第１データ信
号として前記第１画素に印加する段階とを含み、前記第２画素に第２データ信号を供給す
る段階は、二つの階調電圧の中から第２画像信号に対応する階調電圧を選択する段階と、
前記選択した階調電圧を前記第２データ信号として前記第２画素に印加する段階とを含む
ことが好ましい。
　前記第１画素は入射光を透過させ、前記第２画素は入射光を反射させることが好ましい
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置及びその駆動方法によれば、表示板の両面にある瞬間の画像
を表示する時、一面の画像を完全に表示した後、他面の画像を表示することによってデー
タ駆動部の出力バッファが定常状態に進入できる時間を確保できて安定した表示が可能で
あるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る液晶表示装置及びその駆動方法を実施するための最良の形態の具体
例を図面を参照しながら説明する。
【００１４】
　図面で各種の層又は領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。明細書全体を
通じて類似の部分については同一の図面符号で示すものとする。層、膜、領域、板などの
部分が他の部分の“上”にあるとする時、これは他の部分の“直ぐ上”にある場合だけで
なく、その中間に他の部分がある場合も含む。反対にある部分が他の部分の“直ぐ上”に
あるとする時には中間に他の部分がないことを意味する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置のブロック図であり、図２は本発明の
一実施形態による液晶表示装置で一つの画素の等価回路図である。
　図１を参照すると、本発明の一実施形態による液晶表示装置は液晶表示板組立体３００
、ゲート駆動部４００、データ駆動部５００、階調電圧生成部８００、照明部９００及び
信号制御部６００を含む。
【００１６】
　図１を参照すると、液晶表示板組立体３００はその構造から見る時、複数の信号線（Ｇ

１～Ｇ２ｎ、Ｄ１～Ｄｍ）とこれに接続されていてほぼ行列形態で配列された複数対の第
１及び第２画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）を含む。反面、図２に示す等価回路から見る時、液晶
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表示板組立体３００は互いに対向する下部及び上部表示板１００、２００とその間に入っ
ている液晶層３を含む。
　信号線（Ｇ１～Ｇ２ｎ、Ｄ１～Ｄｍ）は下部表示板１００に備えられており、ゲート信
号（“走査信号”とも言う）を伝達する複数対の第１及び第２ゲート線群（Ｇａ１～Ｇａ

ｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ）とデータ電圧を伝達する複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）を含む。ゲ
ート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ）はほぼ行方向にのびて互いに略平行して、
データ線（Ｄ１～Ｄｍ）はほぼ列方向にのびて互いに略平行する。
【００１７】
　第１画素（ＰＸａ）と第２画素（ＰＸｂ）は液晶表示板組立体３００の互いに反対側面
に画像を表示する。例えば、普通は第１画素（ＰＸａ）が液晶表示板組立体３００の後面
に画像を表示すれば第２画素（ＰＸｂ）は前面に画像を表示するが、状況により前後反対
にする場合もある。
【００１８】
　図２を参照すれば、一対を構成する第１及び第２画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）はそれぞれの
ゲート線（ＧＬａ、ＧＬｂ）に接続されており、一つのデータ線（ＤＬ）に同時に接続さ
れている。各画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）は信号線（ＧＬａ、ＧＬｂ、ＤＬ）に接続されたス
イッチング素子（Ｑａ、Ｑｂ）とこれに接続された液晶キャパシタ（Ｃｌｃａ、Ｃｌｃｂ
）及びストレージキャパシタ（Ｃｓｔａ、Ｃｓｔｂ）を含む。
【００１９】
　スイッチング素子（Ｑａ、Ｑｂ）は下部表示板１００に備えられている薄膜トランジス
タなどの三端子素子であって、その制御端子はゲート線（ＧＬａ、ＧＬｂ）と接続されて
おり、入力端子はデータ線（ＤＬ）と接続されており、出力端子は液晶キャパシタ（Ｃｌ
ｃａ、Ｃｌｃｂ）及びストレージキャパシタ（Ｃｓｔａ、Ｃｓｔｂ）と接続されている。
【００２０】
　液晶キャパシタ（Ｃｌｃａ、Ｃｌｃｂ）は下部表示板１００の第１及び第２画素電極１
９１ａ、１９１ｂと上部表示板２００の共通電極２７０を二つの電界形成電極（第１の電
極が１９１ａ、１９１ｂ、第２の電極が２７０）とし、二つの電極（１９１ａ、１９１ｂ
、２７０）の間の液晶層３は誘電体として機能する。画素電極（１９１ａ、１９１ｂ）は
スイッチング素子（Ｑａ、Ｑｂ）と接続されて共通電極２７０は上部表示板２００の全面
に形成されていて共通電圧（Ｖｃｏｍ）が印加される。
【００２１】
　図２とは異なり、共通電極２７０が下部表示板１００に備えられる場合もあり、この時
には画素電極（１９１ａ、１９１ｂ）と共通電極２７０のうちの少なくとも一つが線状又
は棒状で作られることができる。二つの画素電極（１９１ａ、１９１ｂ）のうちの一方は
透過型、他方は反射型電極でありうる。例えば、第１画素電極１９１ａは透明な透過型電
極であり、第２画素電極１９１ｂは反射型電極でありうる。
【００２２】
　液晶キャパシタ（Ｃｌｃａ、Ｃｌｃｂ）の補助的な役割を果たすストレージキャパシタ
（Ｃｓｔａ、Ｃｓｔｂ）は下部表示板１００に具備された別途の信号線（図示せず）と画
素電極（１９１ａ、１９１ｂ）が絶縁体を間に置いて重畳されてこの別途の信号線には共
通電圧（Ｖｃｏｍ）などの決められた電圧が印加される。
【００２３】
　一方、色表示を実現するためには各画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）対が基本色のうちの一つを
固有に表示したり（空間分割）、各画素（ＰＸ）対が時間によって交互に基本色を表示す
るように（時間分割）して、これら基本色の空間的、時間的合計で所望の色相が認識され
るようにする。基本色の例としては赤色、緑色、青色など三原色を挙げることができる。
　図２は、空間分割の一例として一対の画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）が画素電極（１９１ａ、
１９１ｂ）に対応する上部表示板２００の領域に基本色のうちの一つを示す色フィルタ２
３０を備えることを示している。図２とは異なって色フィルタ２３０は下部表示板１００
の画素電極１９１ａ、１９１ｂの上又は下に置いてもよい。
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　液晶表示板組立体３００には少なくとも一つの偏光子（図示せず）が備えられている。
【００２４】
　次に、本発明の一実施形態による液晶表示板組立体３００の詳細構造について図３～図
５を参照して詳細に説明する。
　図３は本発明の一実施形態による液晶表示板組立体の配置図であり、図４は図３の液晶
表示板組立体をＩＶ－ＩＶ線に沿って切断した断面図であり、図５は図３の液晶表示板組
立体をＶ－Ｖ線に沿って切断した断面図である。
　本実施形態による液晶表示板組立体３００は互いに対向する下部表示板（以下、薄膜ト
ランジスタ表示板）１００と上部表示板（以下、共通電極表示板）２００、そして二つの
表示板（１００、２００）の間に入っている液晶層３を含む。
【００２５】
　まず、薄膜トランジスタ表示板１００について説明する。
　透明なガラス又はプラスチックなどで作られた絶縁基板１１０上に複数対の第１及び第
２ゲート線１２１ａ、１２１ｂ及び複数の維持電極線１３１が形成されている。
　第１及び第２ゲート線１２１ａ、１２１ｂは主に横方向にのびて交互に配置されている
。第１ゲート線１２１ａは下に突出した複数の第１ゲート電極１２４ａ及び他の層又は外
部駆動回路との接続のための広い端部１２９ａを含む。
【００２６】
　第２ゲート電極１２４ｂは第１ゲート線１２１ａの下側に位置し、上に突出した複数の
第２ゲート電極１２４ｂ及び他の層又は外部駆動回路との接続のための広い端部１２９ｂ
を含む。
　ゲート信号を生成するゲート駆動回路（図示せず）は絶縁基板１１０上に付着される可
撓性印刷回路フィルム（図示せず）上に装着されたり、絶縁基板１１０上に直接装着され
たり、絶縁基板１１０に集積できる。ゲート駆動回路が絶縁基板１１０上に集積されてい
る場合、ゲート線（１２１ａ、１２１ｂ）が延長されてこれと直接接続できる。
【００２７】
　維持電極線１３１は所定の電圧が印加されてゲート線（１２１ａ、１２１ｂ）と殆ど平
行して延長される。各維持電極線１３１は、第１ゲート線１２１ａと第２ゲート線１２１
ｂの間に位置して下側に位置した第２ゲート線１２１ｂに近い。維持電極線１３１はゲー
ト線（１２１ａ、１２１ｂ）に比べて幅が広く、上に突出しており、交互に配列された複
数の突出部１３７、１３８を含む。しかしながら、維持電極線１３１の形態及び配置は多
様に変形できる。
【００２８】
　ゲート線（１２１ａ、１２１ｂ）及び維持電極線１３１はアルミニウム（Ａｌ）やアル
ミニウム合金などアルミニウム系金属、銀（Ａｇ）や銀合金など銀系金属、銅（Ｃｕ）や
銅合金など銅系金属、モリブデン（Ｍｏ）やモリブデン合金などモリブデン系金属、クロ
ム（Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）及びチタン（Ｔｉ）などで形成することができる。
　しかしながら、これらは物理的性質が異なる二つの導電膜（図示せず）を含む多重膜構
造を有してもよい。このうちの一つの導電膜は信号遅延や電圧降下を減らすことができる
ように比抵抗が低い金属、例えばアルミニウム系金属、銀系金属、銅系金属などで形成さ
れる。
【００２９】
これとは異なって、他の導電膜は異なる物質、特にＩＴＯ（酸化インジウム錫）及びＩＺ
Ｏ（酸化インジウム亜鉛）との物理的、化学的、電気的接触特性に優れた物質、例えばモ
リブデン系金属、クロム、タンタル、チタンなどで形成される。このような組み合わせの
良い例としてはクロム下部膜とアルミニウム（合金）上部膜及びアルミニウム（合金）下
部膜とモリブデン（合金）上部膜を挙げることができる。しかしながら、ゲート線（１２
１ａ、１２１ｂ）及び維持電極線１３１はその他にも多様な金属又は導電体で形成するこ
とができる。
【００３０】
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　ゲート線（１２１ａ、１２１ｂ）及び維持電極線１３１の側面は絶縁基板１１０面に対
して傾いており、その傾斜角は約３０゜～約８０゜であることが好ましい。
　ゲート線（１２１ａ、１２１ｂ）及び維持電極線１３１上には窒化珪素（ＳｉＮｘ）又
は酸化珪素（ＳｉＯｘ）などで作られたゲート絶縁膜１４０が形成されている。
　ゲート絶縁膜１４０上には水素化非晶質シリコン（非晶質シリコンは略称ａ－Ｓｉとし
て使う）又は多結晶シリコンなどで作られた複数の第１及び第２島型半導体１５４ａ、１
５４ｂが形成されている。半導体（１５４ａ、１５４ｂ）はそれぞれのゲート電極（１２
４ａ、１２４ｂ）上に位置する。
【００３１】
　第１半導体１５４ａ上には複数対の第１島型オーミックコンタクト部材１６３ａ、１６
５ａが形成されており、第２半導体１５４ｂ上には複数対の第２島型オーミックコンタク
ト部材１６３ｂ、１６５ｂが形成されている。オーミックコンタクト部材（１６３ａ、１
６３ｂ、１６５ａ、１６５ｂ）は燐などのｎ型不純物が高濃度でドーピングされているｎ
＋水素化非晶質シリコンなどの物質で作られたりシリサイドで形成することができる。
　半導体（１５４ａ、１５４ｂ）とオーミックコンタクト部材（１６３ａ、１６３ｂ、１
６５ａ、１６５ｂ）の側面はまた絶縁基板１１０面に対して傾いており、傾斜角は３０゜
～８０゜程度である。
【００３２】
　オーミックコンタクト部材（１６３ａ、１６３ｂ、１６５ａ、１６５ｂ）及びゲート絶
縁膜１４０上には複数のデータ線１７１と複数の第１及び第２ドレイン電極１７５ａ、１
７５ｂが形成されている。
　データ線１７１は、データ信号を伝達して主に縦方向にのびてゲート線（１２１ａ、１
２１ｂ）及び維持電極線１３１と交差する。各データ線１７１はゲート電極（１２４ａ、
１２４ｂ）に向かってのびた複数の第１及び第２ソース電極１７３ａ、１７３ｂと他の層
又は外部駆動回路との接続のための広い端部１７９を含む。データ信号を生成するデータ
駆動回路（図示せず）は絶縁基板１１０上に付着される可撓性印刷回路フィルム（図示せ
ず）上に装着されたり、絶縁基板１１０上に直接装着されたり、絶縁基板１１０に直接集
積できる。データ駆動回路が絶縁基板１１０上に集積される場合、データ線１７１が延長
されてこれと直接接続できる。
【００３３】
　第１及び第２ドレイン電極１７５ａ、１７５ｂはデータ線１７１と分離されており、そ
れぞれ第１及び第２ゲート電極１２４ａ、１２４ｂを中心に第１及び第２ソース電極１７
３ａ、１７３ｂと対向する。各ドレイン電極（１７５ａ、１７５ｂ）は広い拡張部１７７
ａ、１７７ｂを有する一側端部と棒状である他側端部を含む。広い拡張部１７７ａ、１７
７ｂは維持電極線１３１と重畳して、棒状端部はソース電極（１７３ａ、１７３ｂ）と対
向する。
【００３４】
　一つのゲート電極（１２４ａ、１２４ｂ）、一つのソース電極（１７３ａ、１７３ｂ）
及び一つのドレイン電極（１７５ａ、１７５ｂ）は半導体（１５４ａ、１５４ｂ）と一緒
に一つの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を形成し、薄膜トランジスタのチャンネルはソース
電極（１７３ａ、１７３ｂ）とドレイン電極（１７５ａ、１７５ｂ）の間の半導体（１５
４ａ、１５４ｂ）に形成される。
【００３５】
　データ線１７１及びドレイン電極（１７５ａ、１７５ｂ）はモリブデン、クロム、タン
タル及びチタンなど耐火性金属又はこれらの合金で形成することが好ましく、耐火性金属
膜（図示せず）と低抵抗導電膜（図示せず）を含む多重膜構造を持ち得る。多重膜構造の
例としてはクロム又はモリブデン（合金）下部膜とアルミニウム（合金）上部膜の二重膜
、モリブデン（合金）下部膜とアルミニウム（合金）中間膜とモリブデン（合金）上部膜
の三重膜を挙げることができる。しかしながら、データ線１７１及びドレイン電極（１７
５ａ、１７５ｂ）はその他にも多様な金属又は導電体で形成することができる。
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　データ線１７１及びドレイン電極（１７５ａ、１７５ｂ）また、その側面が絶縁基板１
１０面に対して３０°～８０°程度の傾斜角に傾いたことが好ましい。
【００３６】
　オーミックコンタクト部材（１６３ａ、１６３ｂ、１６５ａ、１６５ｂ）はその下の半
導体（１５４ａ、１５４ｂ）とその上のデータ線１７１及びドレイン電極（１７５ａ、１
７５ｂ）の間にだけ存在してこれらの間の接触抵抗を低くする。半導体（１５４ａ、１５
４ｂ）にはソース電極（１７３ａ、１７３ｂ）とドレイン電極（１７５ａ、１７５ｂ）の
間を始めとしてデータ線１７１及びドレイン電極（１７５ａ、１７５ｂ）で遮らず露出し
た部分がある。
　データ線１７１、ドレイン電極（１７５ａ、１７５ｂ）及び露出した半導体１５４部分
上には保護膜１８０が形成されている。保護膜１８０は窒化シリコンや酸化シリコンなど
の無機絶縁物で作られた下部膜１８０ｐと有機絶縁物で作られた上部膜１８０ｑを含む。
【００３７】
　上部保護膜１８０ｑは４．０以下の誘電率を有することが好ましく、感光性を有するこ
とができ、その表面には凹凸が形成されている。しかしながら、保護膜１８０は無機絶縁
物又は有機絶縁物などで作られた単一膜構造を有してもよい。
　保護膜１８０には、データ線１７１の端部１７９を露出する複数の接触孔１８２と第１
及び第２ドレイン電極１７５ａ、１７５ｂの拡張部１７７ａ、１７７ｂを露出する複数の
接触孔１８５ａ、１８５ｂが形成されており、保護膜１８０とゲート絶縁膜１４０にはゲ
ート線（１２１ａ、１２１ｂ）の端部１２９ａ、１２９ｂを露出する複数の接触孔１８１
ａ、１８１ｂが形成されている。
【００３８】
　保護膜１８０上には複数対の第１及び第２画素電極１９１ａ、１９１ｂ及び複数の接触
補助部材８１ａ、８１ｂ、８２が形成されている。
　第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂは保護膜１８０の凹凸に沿って屈曲して
形成されており、互いに分離されている。第２画素電極１９１ｂは透明電極１９２及びそ
の上の反射電極１９４を含む。透明電極１９２は省略できる。
【００３９】
　第１画素電極１９１ａと透明電極１９２はＩＴＯ又はＩＺＯなどの透明な導電物質で形
成されて、反射電極１９４はアルミニウム、銀、クロム又はその合金などの反射性金属で
形成される。しかしながら、反射電極１９４はアルミニウム、銀又はその合金など低抵抗
反射性上部膜（図示せず）とモリブデン系金属、クロム、タンタル及びチタンなどＩＴＯ
又はＩＺＯと接触特性が良い下部膜（図示せず）の二重膜構造を持ち得る。
【００４０】
　第１画素電極１９１ａは接触孔１８５ａを通じて第１ドレイン電極１７５ａと物理的・
電気的に接続されており、第１ドレイン電極１７５ａからデータ電圧が印加される。第２
画素電極１９１ｂは接触孔１８５ｂを通じて第２ドレイン電極１７５ｂと物理的・電気的
に接続されており、第２ドレイン電極１７５ｂからデータ電圧が印加される。
【００４１】
　データ電圧が印加された第１及び第２画素電極１９１ａ、１９１ｂは共通電圧が印加さ
れる共通電極表示板２００の共通電極２７０と共に電場を生成することによって二つの電
極（第１及び第２画素電極１９１ａ、１９１ｂと共通電極２７０）の間の液晶層３の液晶
分子の配向方向をそれぞれ決定する。このように決定された液晶分子の配向方向によって
液晶層３を通過する光の偏光が変わる。第１及び第２画素電極１９１ａ、１９１ｂと共通
電極２７０は液晶キャパシタを構成して薄膜トランジスタが遮断した後にも印加された電
圧を維持する。
【００４２】
　薄膜トランジスタ表示板１００、共通電極表示板２００及び液晶層３などを含む半透過
型液晶表示板組立体３００は第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂによってそ
れぞれ定義される透過領域及び反射領域で区画できる。
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　透過領域では液晶表示板組立体３００の前面、つまり、共通電極表示板２００側から入
射された光が液晶層３を通過して後面、つまり、薄膜トランジスタ表示板１００側に出る
ことによって表示を行う。反射領域では前面から入った光が液晶層３に入ってから第２画
素電極１９１ｂによって反射されて液晶層３を再び通過して前面に出ることによって表示
を行う。この時、第２画素電極１９１ｂの屈曲は光の反射効率を高めてくれる。
【００４３】
　第１及び第２画素電極１９１ａ、１９１ｂ及びこれと接続された第１及び第２ドレイン
電極１７５ａ、１７５ｂの拡張部１７７ａ、１７７ｂは突出部１３７を始めとした維持電
極線１３１と重畳して液晶キャパシタの電圧維持能力を強化するストレージキャパシタを
構成する。この時、維持電極線１３１の一部は第１ドレイン電極１７５ａの拡張部１７７
ａと重畳し、他の一部は第２ドレイン電極１７５ｂの拡張部１７７ｂと重畳する。このよ
うに第１画素電極１９１ａ又は第２画素電極１９１ｂを有する２つの画素（ＰＸａ、ＰＸ
ｂ）のストレージキャパシタを一つの維持電極線１３１を通じて形成することによって透
過率を確保できる。
【００４４】
　接触補助部材８１ａ、８１ｂ、８２はそれぞれ接触孔１８１ａ、１８１ｂ、１８２を通
じてゲート線（１２１ａ、１２１ｂ）の端部１２９ａ、１２９ｂ及びデータ線１７１の端
部１７９と接続される。接触補助部材８１ａ、８１ｂ、８２はゲート線（１２１ａ、１２
１ｂ）の端部１２９ａ、１２９ｂ及びデータ線１７１の端部１７９と外部装置との接着性
を補完してこれらを保護する。
【００４５】
　次に共通電極表示板２００について説明する。
　透明なガラス又はプラスチックなどで作られた絶縁基板２１０上に遮光部材２２０が形
成されている。遮光部材２２０はブラックマトリックスとも称し、第１画素電極１９１ａ
及び第２画素電極１９１ｂと対向する複数の開口領域を定義する一方、第１画素電極１９
１ａ及び第２画素電極１９１ｂの間の光漏れを防止する。
　絶縁基板２１０上にはまた、複数の色フィルタ２３０が形成されており、遮光部材２２
０に囲まれた開口領域内に殆ど全て入っていくように配置されている。色フィルタ２３０
は第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂに沿って縦方向に長くのびて帯状に構
成できる。各色フィルタ２３０は赤色、緑色及び青色の三原色など基本色のうちの一つを
表示することができる。
【００４６】
　色フィルタ２３０及び遮光部材２２０上には蓋膜２５０が形成されている。蓋膜２５０
は（有機）絶縁物で形成することができ、色フィルタ２３０を保護して色フィルタ２３０
が露出することを防止して平坦面を提供する。蓋膜２５０は省略できる。
　蓋膜２５０上には共通電極２７０が形成されている。共通電極２７０はＩＴＯやＩＺＯ
など透明な導電体で作られることが好ましい。
　これら表示板（薄膜トランジスタ表示板１００、共通電極表示板２００）の内側面上に
は液晶層３を配向するための配向膜（図示せず）が塗布されており、表示板（１００、２
００）の内側又は外側側面には一つ以上の偏光子（図示せず）が備えられている。
　液晶層３は、垂直配向又は水平配向されていることができる。
【００４７】
　液晶表示板組立体３００はまた、薄膜トランジスタ表示板１００と共通電極表示板２０
０を支えて両者間に間隙を作る複数の弾性間隔材（図示せず）を更に含む。
　液晶表示板組立体３００はまた、薄膜トランジスタ表示板１００と共通電極表示板２０
０を結合する密封材（図示せず）を更に含むことができる。密封材は共通電極表示板２０
０の周縁に位置する。
【００４８】
　照明部９００は、図４に示すように、液晶表示板組立体３００の薄膜トランジスタ表示
板１００より共通電極表示板２００側に近く位置して、共通電極表示板２００側から薄膜
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トランジスタ表示板１００側に光を照射する。照明部９００は光を生成する光源（図示せ
ず）と光源で生成された光を液晶表示板組立体３００側に誘導及び拡散する導光板（図示
せず）、光学シート（図示せず）などを含むことができる。導光板は共通電極表示板２０
０と類似の外形を有することができて光学シートは導光板と共通電極表示板２００の間に
位置することができる。光源としては、蛍光ランプや発光ダイオードなどを用いることが
でき、導光板の側面に配置できる。
【００４９】
　再び図１を参照すれば、階調電圧生成部８００は画素（ＰＸ）の透過率と関連した二対
の階調電圧集合（又は基準階調電圧集合）を生成する。二対のうちの一対は共通電圧（Ｖ
ｃｏｍ）に対して正の値を有して他の一対は負の値を有する。
　データ駆動部５００は、液晶表示板組立体３００のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）と接続され
ており、データ電圧を生成してデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。
【００５０】
　ゲート駆動部４００は第１及び第２ゲート駆動回路４００Ｌ、４００Ｒを含み、それぞ
れのゲート駆動回路（４００Ｌ、４００Ｒ）は液晶表示板組立体３００のゲート線群（Ｇ
ａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ）と接続されてゲートオン電圧（Ｖｏｎ）とゲートオフ電
圧（Ｖｏｆｆ）の組み合わせから成るゲート信号をゲート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１

～Ｇｂｎ）に印加する。
【００５１】
　第１ゲート駆動回路４００Ｌは、液晶表示板組立体３００の左側周縁近傍に位置し、第
１ゲート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ）にゲート信号を印加し、第２ゲート駆動回路４００Ｒは
液晶表示板組立体３００の右側周縁近傍に位置し、第２ゲート線群（Ｇｂ１～Ｇｂｎ）に
ゲート信号を印加する。第１ゲート駆動回路４００Ｌ及び第２ゲート駆動回路４００Ｒの
どちらか一方が液晶表示板組立体３００の最も上側に位置したゲート線（Ｇａ１またはＧ
ｂ１）からゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加し始めて、一方のゲート駆動回路（４００Ｌ
または４００Ｒ）が最後ゲート線（ＧａｎまたはＧｂｎ）にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を
供給した後、他方のゲート駆動回路（４００Ｒまたは４００Ｌ）が最も上側に位置したゲ
ート線（Ｇｂ１またはＧａ１）にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加し始める。
　信号制御部６００は、ゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００などを制御する。
【００５２】
　このような駆動装置（ゲート駆動部４００、データ駆動部５００、信号制御部６００、
階調電圧生成部８００）それぞれは少なくとも一つの集積回路チップの形態で液晶表示板
組立体３００上に直接装着されたり、可撓性印刷回路フィルム（図示せず）上に装着され
てＴＣＰ（Ｔａｐｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ）の形態で液晶表示板組立体３０
０に付着されたり、別途の印刷回路基板（図示せず）上に装着されてもよい。これとは異
なって、これら駆動装置（４００、５００、６００、８００）が信号線（Ｇａ１～Ｇａｎ

、Ｇｂ１～Ｇｂｎ、Ｄ１～Ｄｍ）及び薄膜トランジスタスイッチング素子（Ｑａ、Ｑｂ）
などと一緒に液晶表示板組立体３００に直接集積されてもよい。また、駆動装置（４００
、５００、６００、８００）は単一チップで集積できて、この場合、これらのうちの少な
くとも一つ又はこれらを構成する少なくとも一つの回路素子が単一チップの外側にあって
もよい。
【００５３】
　以下、このような液晶表示装置の動作について詳細に説明する。
　信号制御部６００は外部のグラフィック制御器（図示せず）から入力画像信号（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）及びこの表示を制御する入力制御信号を受信する。入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は
各画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）の輝度情報を載せており、輝度は決められた個数、例えば、１
０２４（＝２１０）、２５６（＝２８）又は６４（＝２６）個の階調を有している。入力
制御信号の例としては垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）と水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、メイ
ンクロック信号（ＭＣＬＫ）、データイネーブル信号（ＤＥ）などがある。
【００５４】
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　信号制御部６００は、入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と入力制御信号に基づいて入力画像
信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を液晶表示板組立体３００の動作条件に合うように適切に処理してゲ
ート制御信号（ＣＯＮＴ１）及びデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）などを生成した後、ゲー
ト制御信号（ＣＯＮＴ１）をゲート駆動部４００に送ってデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）
と処理したデジタル画像信号（ＤＡＴ１、ＤＡＴ２）をデータ駆動部５００に送る。
　ゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）は走査開始を指示する走査開始信号（ＬＳＴＶ、ＲＳＴ
Ｖ）とゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の出力周期を制御する少なくとも一つのクロック信号を
含む。ゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）はまた、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の持続時間を限
定する出力イネーブル信号（ＯＥ）を更に含むことができる。
【００５５】
　データ制御信号（ＣＯＮＴ２）は一行の画素（ＰＸ）に対するデジタル画像信号（ＤＡ
Ｔ１、ＤＡＴ２）の伝送開始を知らせる水平同期開始信号（ＳＴＨ）とデータ線（Ｄ１～
Ｄｍ）にアナログデータ電圧印加を促すロード信号（ＬＯＡＤ）及びデータクロック信号
（ＨＣＬＫ）を含む。データ制御信号（ＣＯＮＴ２）はまた、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対
するデータ電圧の極性（以下、“共通電圧に対するデータ電圧の極性”を縮めて“データ
電圧の極性”という）を反転させる反転信号（ＲＶＳ）を更に含んでもよい。
【００５６】
　信号制御部６００からのデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）によって、データ駆動部５００
は一行の画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）に対するデジタル画像信号（ＤＡＴ１、ＤＡＴ２）を受
信して、各デジタル画像信号（ＤＡＴ１、ＤＡＴ２）に対応する階調電圧を選択すること
によってデジタル画像信号（ＤＡＴ１、ＤＡＴ２）をアナログデータ電圧に変換した後、
これを当該データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。
【００５７】
　ゲート駆動部４００は、信号制御部６００からのゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）によっ
てゲートオン電圧（Ｖｏｎ）をゲート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ）に印加し
てこのゲート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ）に接続されたスイッチング素子（
Ｑａ、Ｑｂ）を導通させる。そうすれば、データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加されたデータ電
圧が導通したスイッチング素子（Ｑａ、Ｑｂ）を通じて当該画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）に印
加される。
画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）に印加されたデータ電圧と共通電圧（Ｖｃｏｍ）の差は液晶キャ
パシタ（Ｃｌｃ）の充電電圧、つまり、画素電圧として示される。液晶分子は画素電圧の
大きさによってその配列を異にして、これにより液晶層３を通過する光の偏光が変化する
。このような偏光の変化は偏光子によって光の透過率変化で示され、これによって画素（
ＰＸａ、ＰＸｂ）は画像信号（ＤＡＴ）の階調が示される輝度を表示する。
【００５８】
　１水平周期［“１Ｈ”とも使って、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）及びデータイネーブル
信号（ＤＥ）の一周期と同一である］を単位としてこのような過程を繰り返すことによっ
て、全ての第１ゲート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ）に対して順次にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）
を印加して全ての第１画素（ＰＸａ）にデータ電圧を印加して液晶表示板組立体３００の
一面に１フレームの画像を表示した後、全ての第２ゲート線群（Ｇｂ１～Ｇｂｎ）に対し
て順次にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加して全ての第２画素（ＰＸａ）にデータ電圧を
印加して液晶表示板組立体３００の他面に１フレームの画像を表示する。
【００５９】
　１フレームが終われば、次フレームが始まって各画素（ＰＸ）に印加されるデータ電圧
の極性が直前フレームでの極性と反対になるようにデータ駆動部５００に印加される反転
信号（ＲＶＳ）の状態が制御される（“フレーム反転”）。この時、１フレーム内でも反
転信号（ＲＶＳ）の特性によって一つのデータ線を通じて流れるデータ電圧の極性が周期
的に変わったり（例：行反転、点反転）、一つの画素行に印加されるデータ電圧の極性も
互いに異なることができる（例：列反転、点反転）。
【００６０】
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　一方、液晶表示板組立体３００の両側面に画像を表示する場合、一側面には電話、ゲー
ム又はカメラなどの複雑な画像を表示して、他側面には時計又はマニュアルなどの単純な
画像を表示することができる。このような場合には複雑な画像を表す（一般）デジタル画
像信号（ＤＡＴ１）は階調数が多くて、単純な画像を表す（単純）デジタル画像信号（Ｄ
ＡＴ２）は階調数が少なくてもよい。従って、複雑な画像を表す（一般）デジタル画像信
号（ＤＡＴ１）のビット数は高く、単純な画像を表す（単純）デジタル画像信号（ＤＡＴ
２）のビット数は低くてもよい。
【００６１】
　以下、このような場合に適用することができるデータ駆動部５００の例について図６を
参照して詳細に説明する。
　図６は、本発明の一実施形態によるデータ駆動部のブロック図である。
　まず、本発明の一実施形態によるデータ駆動部５００は図６に示すデータ駆動チップ５
１０を少なくとも一つを含むことができる。
【００６２】
　データ駆動チップ５１０は、複雑な画像に相応する一般データ電圧（Ｖｄａｔ１）を生
成する一般データ駆動回路５２０及び単純な画像に相応する単純データ電圧（Ｖｄａｔ２
）を生成する単純データ駆動回路５３０を含む。単純データ電圧（Ｖｄａｔ２）は少ない
数の値、例えば２値（ｂｉｎａｒｙ　ｄａｔａ）を有することができて、一般データ電圧
（Ｖｄａｔ１）は単純データ電圧（Ｖｄａｔ２）より多くの個数の値が持ち得る。
　一般データ駆動回路５２０は順次に接続されているシフトレジスタ５２１、ラッチ５２
３、デジタル－アナログ変換部５２５及び出力バッファ５２７を含む。
【００６３】
　シフトレジスタ５２１は水平同期開始信号（ＳＴＨ）（又はシフトクロック信号）が入
ればデータクロック信号（ＨＣＬＫ）によって（一般）デジタル画像信号（ＤＡＴ１）を
ラッチ５２３に伝達する。
　ラッチ５２３は（一般）デジタル画像信号（ＤＡＴ１）を記憶して、ロード信号（ＬＯ
ＡＤ）によってデジタル－アナログ変換部５２５に記憶している（一般）デジタル画像信
号（ＤＡＴ１）を送る。
【００６４】
　デジタル－アナログ変換部５２５は階調電圧生成部８００から階調電圧がを供給されて
、（一般）デジタル画像信号（ＤＡＴ１）をアナログデータ電圧に変換して出力バッファ
５２７に送る。
　出力バッファ５２７は、デジタル－アナログ変換部５２５からの出力電圧を一般データ
電圧（Ｖｄａｔ１）としてデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に出力し、これを１水平周期間維持す
る。
　単純データ駆動回路５３０は、第１電圧（Ｖ１）と第２電圧（Ｖ２）が供給されて、（
単純）デジタル画像信号（ＤＡＴ２）によって第１及び第２電圧（Ｖ１、Ｖ２）のうちの
一つの電圧を選択して単純データ電圧（Ｖｄａｔ２）として出力する。
【００６５】
　このような単純データ駆動回路５３０はまた、選択された第１又は第２電圧（Ｖ１、Ｖ
２）を単純データ電圧（Ｖｄａｔ２）としてデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に出力し、これを１
水平周期間維持する出力バッファ（図示せず）を含む。
　単純データ駆動回路５３０は単純な選択回路で実現できて、その回路の大きさは一般デ
ータ駆動回路５２０に比べて非常に小さいので、消費電力また小さい。
【００６６】
　次に図７を参照して本発明の一実施形態によるゲート駆動部４００について詳細に説明
する。
　図７は、本発明の一実施形態によるゲート駆動部のブロック図である。
　図７に示すゲート駆動部４００は液晶表示板組立体３００の左側に位置した第１ゲート
駆動回路４００Ｌと右側に位置した第２ゲート駆動回路４００Ｒを含むシフトレジスタで
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ある。それぞれのゲート駆動回路（４００Ｌ、４００Ｒ）は一列に配列されている複数の
ステージ（４１０Ｌ、４１０Ｒ）を含む。
【００６７】
　ゲート駆動部４００には垂直同期開始信号（ＬＳＴＶ、ＲＳＴＶ）、第１及び第２クロ
ック信号（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）及びゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が入力される。第１ク
ロック信号（ＣＬＫ１）と第２クロック信号（ＣＬＫ２）は互いに反転した信号であって
もよく、画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）のスイッチング素子（Ｑａ、Ｑｂ）を駆動することがで
きるように各クロック信号（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）のハイレベル電圧はゲートオン電圧（
Ｖｏｎ）と同じであり、ローレベル電圧はゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）と同じであっても
よい。
　各ステージ（４１０Ｌ、４１０Ｒ）はセット端子（Ｓ）、リセット端子（Ｒ）、ゲート
電圧端子（ＧＶ）、出力端子（ＯＵＴ）、そして第１及び第２クロック端子（ＣＫ１、Ｃ
Ｋ２）を含む。
【００６８】
　各ステージ（４１０Ｌ、４１０Ｒ）、例えば第１ゲート駆動回路４００Ｌに位置したｊ
番目ステージ［ＳＴ（ｊ）Ｌ］のセット端子（Ｓ）には前段ステージ［ＳＴ（ｊ－１）Ｌ
］のゲート出力、つまり、前段ゲート出力［Ｇｏｕｔ（ｊ－１）Ｌ］が、リセット端子（
Ｒ）には次段ステージ［ＳＴ（ｊ＋１）Ｌ］のゲート出力、つまり、次段ゲート出力［Ｇ
ｏｕｔ（ｊ＋１）Ｌ］が入力され、第１及び第２クロック端子（ＣＫ１、ＣＫ２）には第
１及び第２クロック信号（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）がそれぞれ入力される。出力端子（ＯＵ
Ｔ）は、ゲート線にゲート出力［Ｇｏｕｔ（ｊ）Ｌ］を送る。
【００６９】
　一方、例えば第２ゲート駆動回路４００Ｒに位置した（ｊ）番目ステージ［ＳＴ（ｊ）
Ｒ］の場合、セット端子（Ｓ）に前段ゲート出力［Ｇｏｕｔ（ｊ－１）Ｒ］が入力されて
リセット端子（Ｒ）に次段ゲート出力［Ｇｏｕｔ（ｊ＋１）Ｒ］が入力されて、出力端子
（ＯＵＴ）はゲート線にゲート出力［Ｇｏｕｔ（ｊ）Ｒ］を送る。
【００７０】
　第１及び第２ゲート駆動回路４００Ｌ、４００Ｒの各ステージは第１ゲート駆動回路４
００Ｌのステージと第２ゲート駆動回路４００Ｒのステージとが交互に連続したステージ
の間で交互に第１及び第２クロック信号（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）が入力される。つまり、
第１ゲート駆動回路４００Ｌのｊ番目ステージ［ＳＴ（ｊ）Ｌ］の第１クロック端子（Ｃ
Ｋ１）には第１クロック信号（ＣＬＫ１）が入力され、第２クロック端子（ＣＫ２）には
第２クロック信号（ＣＬＫ２）がそれぞれ入力され、それとは反対に第２ゲート駆動回路
４００Ｒの（ｊ）番目ステージ［ＳＴ（ｊ）Ｒ］の第１クロック端子（ＣＫ１）には第２
クロック信号（ＣＬＫ２）が入力され、第２クロック端子（ＣＫ２）には第１クロック信
号（ＣＬＫ１）がそれぞれ入力される。
【００７１】
　この時、隣接したステージ（４１０Ｌ、４１０Ｒ）の信号伝達は実際にはゲート線群（
Ｇａ１～Ｇａｎ、Ｇｂ１～Ｇｂｎ）を通じて行われることができる。従って、各ステージ
（４１０Ｌ、４１０Ｒ）は三本のゲート線と接続されて、その中の一本のゲート線はゲー
ト出力を送って残り二本のゲート線は前段ゲート出力及び次段ゲート出力を受けることが
できる。
【００７２】
　本発明の他の実施形態によれば、前段及び次段ステージに出力されるキャリー信号を送
る別個の出力端子を各ステージにもう一つ置くことができて、出力端子（ＯＵＴ）に接続
されるバッファを更に置いてもよい。
　整理すれば、第１及び第２ゲート駆動回路４００Ｌ、４００Ｒは独立的に駆動されて、
両ゲート駆動回路（４００Ｌ、４００Ｒ）の各ステージ（４１０Ｌ、４１０Ｒ）は前段ゲ
ート出力と次段ゲート出力に基づいて第１及び第２クロック信号（ＣＬＫ１、ＣＬＫ２）
に同期してゲート出力を生成する。但し、それぞれの第１ステージ（ＳＴ１）には前段ゲ
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ート出力の代わりに垂直同期開始信号（ＬＳＴＶ、ＲＳＴＶ）が入力されて使用される。
【００７３】
　以下、図８を参照して、図６のデータ駆動部及び図７のゲート駆動部を有する液晶表示
装置の動作について詳細に説明する。
　図８は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の動作を示す信号波形図である。
【００７４】
　複数の第１画素（ＰＸａ）が複雑な画像を表示して複数の第２画素（ＰＸｂ）が単純な
画像を表示する場合、信号制御部６００は外部のグラフィック制御器（図示せず）から１
フレームの先行半フレーム（Ｔ１）間、複雑な画像に相応する（一般）デジタル画像信号
（ＤＡＴ１）を入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）として受信して、この表示を制御する入力制
御信号を受信する。
　信号制御部６００は（一般）デジタル画像信号（ＤＡＴ１）を処理して一般データ駆動
回路５２０に送る。
【００７５】
　一般データ駆動回路５２０は各（一般）デジタル画像信号（ＤＡＴ１）に対応する階調
電圧を選択することによって（一般）デジタル画像信号（ＤＡＴ１）を（アナログ）一般
データ電圧（Ｖｄａｔ１）に変換した後、これを当該データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する
。
　この時、第１ゲート駆動回路４００Ｌは信号制御部６００からのゲート制御信号（ＣＯ
ＮＴ１）によってゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を第１ゲート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ）に順次
に印加して第１ゲート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ）に接続されたスイッチング素子（Ｑａ）を
導通させる。そうすれば、一般データ電圧（Ｖｄａｔ１）が当該第１画素（ＰＸａ）に印
加されて第１画素（ＰＸａ）は（一般）デジタル画像信号（ＤＡＴ１）の階調が示される
輝度を表示する。
【００７６】
　一方、第２ゲート駆動回路４００Ｒは走査開始信号（ＲＳＴＶ）が供給されなくてゲー
トオン電圧（Ｖｏｎ）を出力しない。
　第１ゲート駆動回路４００Ｌが第１ゲート線群（Ｇａ１～Ｇａｎ）にゲートオン電圧（
Ｖｏｎ）の出力を終えれば、信号制御部６００は所定のブランキング区間を有した後、第
２ゲート駆動回路４００Ｒに走査開始信号（ＲＳＴＶ）を出力する。
【００７７】
　このようなブランキング区間の間、一般データ駆動回路５２０がオフされて、単純デー
タ駆動回路５３０が導通されて単純データ駆動回路５３０の出力バッファ（図示せず）は
定常状態に進入する。このようなブランキング区間は２水平期間以上であってもよい。
　ブランキング区間が終われば、後行半フレーム（Ｔ２）間、信号制御部６００は外部の
グラフィック制御器（図示せず）から単純な画像に相応する単純画像信号（ＤＡＴ２）を
入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）として受信する。
【００７８】
　信号制御部６００からのデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）によって、単純データ駆動回路
５３０は一つの行の第２画素（ＰＸｂ）に対する（単純）デジタル画像信号（ＤＡＴ２）
を受信して、各（単純）デジタル画像信号（ＤＡＴ２）に対応する第１電圧（Ｖ１）又は
第２電圧（Ｖ２）を選択して単純データ電圧（Ｖｄａｔ２）としてこれを当該データ線（
Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。
【００７９】
　第２ゲート駆動回路４００Ｒは信号制御部６００からのゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）
によってゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を第２ゲート線群（Ｇｂ１～Ｇｂｎ）に順次に印加す
る。そうすれば、単純データ電圧（Ｖｄａｔ２）が当該画素（ＰＸｂ）に印加されて第２
画素（ＰＸｂ）は単純な画像を表示する。
【００８０】
　（単純）デジタル画像信号（ＤＡＴ２）が１ビットのデジタル信号である場合、赤色、
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緑色及び青色の色フィルタを有する３個の第２画素（ＰＸｂ）が組み合わせられた一つの
ドットが示されることができる色の個数は８つであり、８つの色の組み合わせで時計又は
マニュアルなどのような単純な画像の表示が可能である。
【００８１】
　従って、二つの異なる種類の画素（ＰＸａ、ＰＸｂ）が互いに異なる画像を液晶表示板
組立体３００の前面及び後面に表示することができる。前面と後面の画像はその大きさが
同じではなくてもよく、これは設計によって多様であってもよい。
【００８２】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による液晶表示装置で一つの画素の等価回路図である。
【図３】本発明の一実施形態による液晶表示板組立体の配置図である。
【図４】図３の液晶表示板組立体をＩＶ－ＩＶ線に沿って切断した断面図である。
【図５】図３の液晶表示板組立体をＶ－Ｖ線に沿って切断した断面図である。
【図６】本発明の一実施形態によるデータ駆動部のブロック図である。
【図７】本発明の一実施形態によるゲート駆動部のブロック図である。
【図８】本発明の一実施形態による液晶表示装置の動作を示す信号波形図である。
【符号の説明】
【００８４】
　３　　　　液晶層
　１００　　　下部表示板（薄膜トランジスタ表示板）
　１１０、２１０　　絶縁基板
　１９１ａ　　　第１画素電極
　１９１ｂ　　　第２画素電極
　１９２　　　透明電極
　１９４　　　反射電極
　２００　　　上部表示板（共通電極表示板）
　２２０　　　遮光部材
　２３０　　　色フィルタ
　２７０　　　共通電極
　３００　　　液晶表示板組立体
　４００　　　ゲート駆動部
　４００Ｌ　　　第１ゲート駆動回路
　４００Ｒ　　　第２ゲート駆動回路
　４１０Ｌ、４１０Ｒ　　ステージ
　５００　　　データ駆動部
　５１０　　　データ駆動チップ
　５２０　　　一般データ駆動回路
　５２１　　　シフトレジスタ
　５２３　　　ラッチ
　５２５　　　デジタル－アナログ変換部
　５２７　　　出力バッファ
　５３０　　　単純データ駆動回路
　６００　　　信号制御部
　８００　　　階調電圧生成部
　９００　　　照明部
　Ｄ１～Ｄｍ　　データ線
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　Ｇａ１～Ｇａｎ　　第１ゲート線群
　Ｇｂ１～Ｇｂｎ　　第２ゲート線群
　ＰＸａ、ＰＸｂ　　（第１及び第２）画素
　Ｑａ、Ｑｂ　　スイッチング素子

【図１】 【図２】
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本发明提供一种液晶显示装置，该液晶显示装置能够在双向显示不同的
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号提供给第一像素和第二像素的数据驱动器；以及将栅极信号提供给第
一像素和第二像素的栅极驱动器。 然后，在第一时段期间向所有第一像
素提供栅极信号和第一数据信号之后，在第二时段期间向所有第二像素
提供栅极信号和第一数据信号之后，栅极驱动器和数据驱动器。 被提供
有栅极信号和第二数据信号。 [选择图]图8
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